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学期 月 時数 指導上の留意点

4 6

5 8

6 8

7 6

9 6

10 8

11 8

12 6

1 6

2 4

3 2

令 和 5 年 度 年 間 授 業 計 画 東京都立南葛飾高等学校　定時制課程

教科 ・ 科 目 家庭科・家庭基礎 対象学年・組 4年　必修選択

教 科 書 家庭基礎　自立・共生・創造（東京書
籍）

教科担任 吉本　未来・
副 教 材 等

指
導
目
標

・自らを大切にし、前向きに生きる力をつけさせる。
・自分自身の生活を振り返り、自立して生きていくために必要な知識・技能を習得させる。
・自らの生活を豊かにする力をつけさせる。

指　　導　　内　　容

１
学
期

オリエンテーション　持続可能な社会をつくる
大人になるということ（就労とは・求人票の見方）

就労意識を高め、自立して生き
ていくために必要な知識を身に
つけさせる。

将来、一人暮らしをすることを想
定し、快適な住環境について考
えさせる。

大人になるということ（家計管理・給与明細の見かた）

住生活　（賃貸物件の選び方）

住生活　（契約トラブル）

２
学
期

経済生活を営む　（資産運用・消費者トラブル）
高齢者や障がい者への理解を
深め、多様な人との関わりにつ
いて考えさせる。

食生活が今後の人生におき、重
要となることを学ばせ、自らの食
事をどうすべきか考えさせる。
簡単な食事が作れるようにさせ
る。

経済生活を営む（権利と責任・これからの消費生活）
共に生き、共に支える　（社会保障・地域福祉）

食生活について学ぶ　（調理実習）

食生活について学ぶ　（調理実習）

３
学
期

大人になるということ（冠婚葬祭）

社会に出て生きていくために必
要な知識を身につけ、今後の人

生について考えさせる。
大人になるということ（社会人としてのマナー）

大人になるということ（メンタルヘルス・これからの人生設計）



評価の観点・
方法

授業や実習への取り組み
プリント・作品の提出
出欠状況・忘れ物等平常点を考慮する。


